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一方, 我が国に於いては, 諸方 (正世)他
(1955)は, ウレタン及び発癌性炭化水素類を
用いて,又,浅利 (1957)はウレタンの経口投

































浅利は, 0.1% ウレタン水溶液を毎 日飲料と
してマウスに与え,実験開始後第10週目に至る
まで毎週 5匹ずつを屠殺 して 105個 の月割募結節
を検出している｡ その実験によると, トa-iと




と, 実験開始後第 7週目までは トa-iが トa-i
に比 して多く,実験後半にはこの関係が逆にな
り,第20週目では腫癌は互いに融合 して不規則
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第 7図 終末細気管枝附近
にまで及んだ腫岳結節.
H-E染色. (10×10)
第 8図 終末細気管板末輯
部 (肺胞管との移行部)
の細胞増殖.H-E染色.
(10×10)
